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エージェント型 AIのハイプ・サイクル このハイプ・サイクルについて
エージェント型 AIは、さまざまな分野で強力な自動化を実現する可能性を
秘めており、非常に高い関心と多額の投資を集めています。しかし、エージェ
ント型 AIの急速な発展以上に過度な期待や混乱が広がっているのが実態で
す。ビジネス価値を実現し、誤った判断を避けるためには、中核となるイ
ノベーションとその進捗状況を正しく把握することが不可欠です。

Ga��nerの主な 3つの見解
1.  AIエージェントの導入
これまでに AIエージェントを導入した組織はわずか 17%ですが、42%が
今後 12カ月以内に、さらに 22%がその次の 1年以内に導入する予定です。
焦点は依然として漸進的な自動化にあり、まだ変革を起こす変化には至っ
ていません。

2. 半自律型の導入・展開
実際には、完全自律型のエージェントはほとんどの企業のユースケースに
はまだ対応できず、人間による監督が不可欠です。AIエージェントの作業
に対して一定の人間の監督が伴う半自律的な導入こそが、企業が計画すべ
き現実的なアプローチです。

3. エージェント・ウォッシング (見掛け倒しのエージェント )

「エージェント・ウォッシング」は、従来の自動化ツールや RPAソリューショ
ンが AIエージェント構築プラットフォームとしてリブランドされている現
象です。このような動きによって市場はさらに混迷し、購入者が本物のエー
ジェント型 AIの機能と、新しい用語で装飾された従来型の自動化テクノロ
ジを区別することを一段と難しくしています。

出典：Ga�ner

https://www.gartner.co.jp/ja/topics/topic-guides?utm_source=in-assets&utm_medium=ebook&utm_campaign=RM_JP_2026_ITTRND_NPP_IA1_26MOSTPOPULARHC&utm_term=hubpage
https://www.gartner.co.jp/ja/become-a-client?utm_source=in-assets&utm_medium=ebook&utm_campaign=RM_JP_2026_ITTRND_NPP_IA1_26MOSTPOPULARHC&utm_term=bac
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人工知能のハイプ・サイクル：2025年 このハイプ・サイクルについて 

人工知能 (AI) への投資は依然として堅調ですが、焦点は生成 AIから、AI-

Readyデータ、AIエージェント、AIエンジニアリング、ModelOpsのよう
な基盤となるイノベーションへと移行しつつあります。このリサーチは、
リーダーが規制面の複雑さや運用拡大の課題に対処しつつ、影響度の高い
先進的な AI手法に優先的に取り組むのに役立ちます。

Ga��nerの主な 3つの見解
1.  AIエージェントについて
2029年までに、企業におけるエージェント型 AIイニシアティブの 70%超
は失敗に終わるでしょう。その背景には、エージェント・ウォッシングの
蔓延に加え、ユースケースの最適化、ユーザーのリスク許容度、コンプラ
イアンス／監査要件の重要性が見落とされることがあります。

2. 生成 AIとエージェント型 AIの基盤
生成 AI では、スピードが速いほど、その土台の強さや弱さが増幅されます。
つまり、AI-Readyデータや強固な AIエンジニアリングといった基盤がな
ければ、価値創出よりも速く、脆弱性が拡大します。

生成AIやエージェント型AIに適したAI-Readyデータを準備するには、デー
タ管理、アーキテクチャ、プラットフォーム、スキル、プロセスを早急に
進化させる必要があります。

3. AIと人材 

AIは雇用を消滅させるのではなく、雇用に混乱をもたらします。2028～
2029年以降、AIが創出する雇用は、AIによって失われる雇用を上回るよ
うになります。一方で、年間 3,200万以上の職務が大きく変化すると見ら
れています。

出典：Ga�ner

https://www.gartner.co.jp/ja/topics/topic-guides?utm_source=in-assets&utm_medium=ebook&utm_campaign=RM_JP_2026_ITTRND_NPP_IA1_26MOSTPOPULARHC&utm_term=hubpage
https://www.gartner.co.jp/ja/become-a-client?utm_source=in-assets&utm_medium=ebook&utm_campaign=RM_JP_2026_ITTRND_NPP_IA1_26MOSTPOPULARHC&utm_term=bac
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先進テクノロジのハイプ・サイクル：2025年 このハイプ・サイクルについて 

Gartnerは、社会と企業のあり方にますます大きな影響を及ぼす 30の先進
テクノロジを特定し、4つのテーマに分類しました。

Ga��nerの主な 3つの見解
1.マシン・カスタマー 

2030年までに、B2B 領域で、顧客として機能するインターネット接続マ
シンは、2025年の 30億台から増加し、80億台に達するでしょう。

マシンが契約交渉や部品調達、多額の予算管理を自律的に行う中、企業には、
ユーザー・インタフェース中心の発想から、マシン間商取引を前提とした
発想への転換が求められます。ロイヤリティと信頼は、自律型ビジネスに
欠かせない、計画／開発／最適化が可能な要素へと変化します。

2.インテリジェント・シミュレーションと意思決定インテリジェンス
2030年までに、インテリジェント・シミュレーションを使用する企業の
50%は、10億ドルを超えるコスト削減または新規売上を達成するでしょう。

コンポジット AIインフラストラクチャを基盤に、AIはインサイトを実行
可能な成果へ直接変換しつつあります。

3. 拡張コネクテッド・ワークフォースとサイバネティック (人工頭脳 ) の
チームメイト

2030年までに、行動のAIモデリングは、AI活用成熟度の高い部門の半数で、
標準的な企業慣行となるでしょう。 

AIは人間にとって新しい、場合によっては最も有能なチームメイトになり
ます。人間と AIの協働チームを構築し、それぞれの強みを生かすために、
チーム全体を測定・評価することが重要になります。

出典：Ga�ner

https://www.gartner.co.jp/ja/topics/topic-guides?utm_source=in-assets&utm_medium=ebook&utm_campaign=RM_JP_2026_ITTRND_NPP_IA1_26MOSTPOPULARHC&utm_term=hubpage
https://www.gartner.co.jp/ja/become-a-client?utm_source=in-assets&utm_medium=ebook&utm_campaign=RM_JP_2026_ITTRND_NPP_IA1_26MOSTPOPULARHC&utm_term=bac


eBook

データ／アナリティクス／ AIで 
着実なビジネス成果を実現する 

ビジネス成果を創出するためのデータ／ 
アナリティクス／ AIのロードマップを、 
実践的なステージとアクションで解説します。

今すぐダウンロード

成功に向けて活用できる無料リソース／ツールをご紹介します。

実用的で客観的なインサイト

eBook

2026年の戦略的テクノロジの 
トップ・トレンド 

2026年とその先、IT戦略とビジネスモデルを
大きく変えるテクノロジ・トレンドを解説します。

今すぐダウンロード

Webinar

成果につながる AIユースケースとは
何か？投資判断と価値測定の考え方
AI FinOpsの考え方を活用し、投資モデル、 
コストの可視化、価値測定を行いながら、 
全社規模で AI投資対効果を継続的に管理・ 
最適化するためのプロセスを解説します。

今すぐ視聴

Webinar

AI成功の成否を分けるのは、 
テクノロジではなく「人材」 
AIに対する期待や懸念が先行するなか、いま
組織で実際に起きている変化を解説します。

今すぐ視聴

Ga�nerのお客様は、クライアント・ポータルでさらに多くのリソースをご利用いただけます。ログイン ↗
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最新のインサイトをご確認ください 

  

Ga�nerのコンファレンスにご参加ください 
コンファレンスの最新情報を見る

Connect With Us
Ga�nerは、経営幹部およびそのチームに対し、実行可能かつ客観的
なビジネスおよびテクノロジのインサイトを提供します。Ga�nerの
エキスパートによるガイダンスやツールは、組織の重要な課題につい
て、迅速で優れた意思決定と大きな成果の創出を可能にします。

Ga�nerのサービスに関するお問い合わせ
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